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決して交わらない2人の足取りは
やがて、その瞬間のリズムを刻みはじめる。

ある夏 の 1 1 , 姉 だ る よ う な 熱 筑 の 中 、 片

愛 花 ご 詩 織 が 連 れ

2 人 は l i 1 じ 高 校 に 通 い 、 側 じ

人はインターハイ1 1前の練押# I 1に起こった．

それ以来、職̅ド校なご#】

そ ん な ' I ' 、 愛 花 の 恋 人 で あ る ' i ' 谷

部察で浮筑をする場1 n i を愛 1 I

ギ ブ ス を 嵌 め 、 松 集 杖 を 突 く 2 人 の 女 ﾉ k 徒 、

息下校道を歩いている。

ケ ッ ト ボール 部 に 所 属 して い る 。

6で、詩織は補欠。

5 慮の接触 1 $ 故によって、 7 i い に足を負傷し、

動 を 共 に して い る の だ 。

ウモバスケ部のマネージャー、綾に

と詩織は 1 I 蝶 するのだった。
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